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「革新的耐食性・軽量化を実現！次世代超薄肉ダイカスト」
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研究背景・特許
低速射出(0.5m/s)

今まで不可能だった
超薄肉形状が実現可能

=

フィン高さ
60mm

抜き勾配
0.5°

フィン先端厚み：最薄
0.5mm

革新的ダイカストプロセス
＋

過共晶Al-25%Si合金特性

＜世界初＞

・安価な化成処理で革新的耐食性を実現．
・30%以上軽量化→高放熱性能実現．
・銅と同等の低線膨張係数．

Al-25%Si合金とADC12の流動長試験結果
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軽量化+放熱性向上

・抜き勾配：1°
・フィン先端1mm
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フィンが高くなるほど
放熱性が向上する
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・抜き勾配：0.5°
・フィン先端0.5mm
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フィン高さとヒートシンク熱抵抗の関係

流動長試験結果例
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ADC12とAl-25%Siダイカストの特性比較

特性
熱伝導率
(W/mK)

線膨張係数
(×10-6 ）

ADC12 103 21

Al-25%Si 130 16.7

銅 402 16.4

Φ260

＜ADC12＞

1,200g（800tマシン） 780g（500tマシン）

2° 1.6mm
0.8mm0.5°

35%軽量化

軽量化実施例

ヒートシンク35%軽量化例

軽量化+ 放熱性能向上

＜Al-25%Si合金＞ ・35%軽量化
・放熱性能アップ
・耐食性向上
・マシンダウンサイジング

本技術の効果 町工場の既存マシンで薄肉軽量化が可能

メーカー
評価状況

車載用メーカー，照明メーカーでの評価良好

想定用途 車載用，照明用，船舶用等のダイカスト部材他

ダイカスト研究例

・純アルミのダイカストにおける薄肉フィンに対する
充填性の研究など

・材料プロセスによる超薄肉ダイカストの研究


